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極薄平面構造を有する無機ナノシートは、特異な電子的特性と大きな表面積を持つ 1)。このため、触

媒等、様々な機能材料として注目されている 1,2,3)。しかし、無機ナノシートは、一般に、層状化合物を

剥離することで得られ、その剥離操作に数日かかる場合もある。このため、簡便且つ短時間の合成が求

められている。本研究では、コバルト塩と添加剤のメタノール溶液を SUS-316 製反応管に密封し、急

速な加熱を行うことで、コバルトナノシート集合体を簡便且つ短時間で合成することに成功した。ま

た、反応時に加える添加剤を変えることで、ナノシート構造を保持したまま、球状、花弁状、単層のよ

うな高次集合体に形状制御することに成功した (図 1)。 

 

 

 

 

           

 

図 1. コバルトナノシート集合体の SEM 画像; 添加剤 (a) エチレングリコール, (b) ジエチレングリ

コール, (c) トリエチレングリコール. 
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